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　今回は千駄ヶ谷から代々木、代田
橋、高井戸と広い地域を回るため、電
車移動を多用しています。歩いたの
は、本格的な秋の訪れを感じる９月
下旬から10月上旬でした。
新日暮里から千駄ヶ谷八幡宮
　都営地下鉄大江戸線の国立競技場
駅で下車してＡ３出口から地上に出
ると、目の前には新国立競技場建設
工事のクレーンが何本も立
ち並んでいます。外苑西通
りを南へ進み、明治公園の
先を右折するとすぐ法雲山
仙寿院があります。かつて
は壮大な堂宇と庭園により
江戸名所の一つに数えられ、
谷中の日

ひぐらしのさと

暮里に対して新
日暮里と呼ばれていました。
しかし、明治以降２度の全
山焼失、東京オリンピック
の道路工事などにより景観
は一変しました。現在の本
堂は昭和40年（1965）に再
建されたものですが、高屋根の堂々
とした造りは昔日の面影をわずかに
偲ばせています。
　本堂の脇道を道なりに進むと榎坂
に突き当たります。かつて坂の途中
に「お万榎」と呼ばれる榎の巨木が
あったことからつけられた名ですが、
戦災で焼失しています。瑞円寺の塀
に沿って上った先には観音坂があり、
こちらは坂下にある千駄ヶ谷観音堂

（観谷山 聖
しょう

輪
り ん

寺）の本尊であった如
意輪観音が由来ですが、残念ながら
こちらも戦災で焼失しています。寺
務所の方に伺うと、小型の写しが別
の場所に保管されていたため、現在
は写しを本尊として祀っているとの
ことでした。

　観音坂を上った先に千駄ヶ谷八幡
宮（現鳩

はとのもり

森八幡神社）があります。社
殿の右手にある富士塚は寛政元年

（1789）築造といわれ、都内に現存
するものでは最古です。さほど高さ
はありませんが登山道は険しく、里
宮・奥宮・金明水・銀明水・釈迦の
割れ石など様々な景色が楽しめます。
また境内の奥まったところには将棋
堂があり、昭和61年に日本将棋連盟
から奉納された高さ1.2m の大駒が
納められています。神社の南向かい
に将棋会館があるため、こちらを訪
れる将棋ファンの方も多いようです。
裏の鳥居から東京体育館脇の道を進
むと、正面がＪＲ千駄ヶ谷駅です。
代々木野八幡宮から代太橋
　新宿駅から小田急線に乗り換えて
代々木八幡駅で下車。駅前の階段か
ら山手通りに上がって北に進むと、
代々木村の鎮守であった代々木野八

幡宮（代々木八幡宮）があります。境
内には樹木が繁茂し、まさに鎮守の
森のイメージ通りです。最初に訪れ
た日は例大祭に当たり、多くの人で
賑わっていました。当地からは石器
時代・縄文時代の遺構が発掘された
ため、参道の途中には「代々木八幡
遺跡」として竪穴式住居が復元され
ています。社殿の荘厳な雰囲気との
対比がちょっと面白く感じられまし
た。
　再び新宿駅に戻り、今度は京王線
で代

だ い

田
た

橋駅下車。代田という地名の
由来はダイダラボッチという巨人伝
説によるもので、この付近の玉川用
水に代太橋（代田橋）が架けられてい
ました。駅の南口から左へ進むと「ゆ
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［新日暮里から鬼子母神］
ずり橋」があり、昭和61年に流れ
を復活させた玉川上水が橋の左手へ
続いています。橋の手前から階段を
下って水路脇の細い道を歩いていく
と、やがてうっそうと木の茂る景色
となり、水路は甲州街道の手前で暗
渠となっています。この少し先に代
太橋があったようです。ゆずり橋の
反対側は緑道になっていて、玉川上
水の流路をたどることができます。
高井戸から鬼子母神
　さらに京王線で上北沢駅下車。北
口から甲州街道に出て右手へ進んで
いくと、道路沿いに「甲州道中一里
塚跡」の説明板が立てられています。
前方の高速道路下に日本橋から数え
て４里目を示す一里塚があり、この
辺りに下高井戸宿がありました。慶
長７年（1602）に設けられた高井戸
宿が同９年に上・下高井戸宿に分け
られたもので、内藤新宿ができるま

では甲州道中（甲州街道）最
初の宿場として賑わってい
ました。通りを渡って進む
と左手に宗源寺があり、こ
の隣に本陣が置かれていた
そうです。また、この寺に
移された不動堂が元は高台
にあったため「高井堂」と
呼ばれており、これが高井
戸の地名の由来になったと
もいわれています。
　さらに先へ進むと日蓮聖
人作の鬼子母神を安置する
清月山覚蔵寺があります。

門前の石塔には「高祖（日蓮）御作開
運鬼子母尊神安置」とあり、どっしり
とした山門に続く参道には玉砂利が
敷き詰められていて風格を感じさせ
ます。鬼子母神像を拝むことはでき
ませんが、境内には天明元年（1781）
寄進の「日蓮聖人五百遠忌塔」が残
されています。この近くから通りを
渡り、桜上水駅へ向かいました。
　今回で巻之三・天

て ん

璣
き

之部のうち東
京23区部分を歩き終えましたので、
次回より巻之四・天

て ん

権
け ん

之部に入りま
す。

【取材】歩いた人（文・写真とも）：
　広報部会・菊池真一

（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸

鳩森八幡神社の富士塚

▲長谷川雪旦：千駄ヶ谷八幡宮



◆ このコラムは江戸東京博物館のいろいろ
な職務の方々に執筆をお願いしています。
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　JR 飯田橋駅西口から約５分歩い
て下り坂になる手前が東京大神宮で
す。「日本人の心のふるさと伊勢神
宮にお参りしましょう」の幟がはた
めいていました。境内にはトウネズ
ミモチ（モクセイ科）、ヒマラヤシー
ダー（マツ科）などの大木が見られ、
せせらぎも聞こえて清浄な雰囲気を
醸し出し大都会の一角のオアシスの
ようでした。秋の午後に訪れました
が参拝者は若い女性が多く、本殿前
に３台の賽銭箱が横並びにあるにも
かかわらず不思議なことに真ん中の
１台に行列を作って順番を待ってい
ました。また「華みくじ」「恋文み
くじ」「恋みくじ」「血液型みくじ」など置かれ、厳粛な
というより華やかな感じを受けました。主祭神は天

あ ま

照
てらす

皇
す め

大
お お

神
か み

、豊
と よ

受
うけの

大
お お

神
か み

で、明治13年（1880）、東京における伊
勢神宮の遥拝殿として初めは日比谷に創建されて日比谷
大神宮、関東大震災後の昭和３年（1928）にはこの地に移
り飯田橋大神宮と呼ばれました。戦後は東京大神宮に改
められ、「東京のお伊勢さま」と称されます。「造化の三
神」が併せ祀られていることから今では縁結びの神とし
ても知られ、良縁を願う人々のお参りも年々多くなって

え ど 東 京 一 景

（8） －東京大神宮－

いるそうです。若い参拝者が多かったのに納得です。
　そして日本で初めて神前結婚式が行われたお宮で、結
婚会館も隣接していました。鎮魂の社というより人生の
節目節目の祈りの場として親しまれているようです。ま
た、東京五社及び東京新五社の一つで、後者は旧江戸城
を中心に時計回りにこの大神宮から始めて、最後にまた
ここに戻って円（縁）を結んで巡拝するとのことです。

【取材】イラスト：広報部会・福島信一
文：同・内匠屋京子

　友の会の皆様、平成29年５月か
ら江戸博にお世話になっています。
昭和49年に建築職として入都して
以来、庁舎、病院、高校・特別支援
学校など都立施設の建設に長らく携
わってきました。
　建設する側の立場でしか江戸博を
見る機会がなく、江戸博の一員と
なって６カ月、改めて運営の苦労、
博物館ならではの魅力、文化の活
力・醍醐味があることが分かり始め
てきたところです。半年休館の前日、
常設展示をじっくり見る機会があり、
昭和からさかのぼって見ていたとこ

ろ、故郷の新潟県三条市は五十嵐川
と信濃川の合流する舟運で発展した
町で、実家は川沿いの立地から和船
が一艘、長い敷地割の廊下に吊って
あり洗い場を兼ねた船着き場があっ
て、乗ってみたいと懇願したとこ
ろ（孫パワー?!）、明治生まれの曾祖
父・曾祖母が櫓漕ぎの体験として大
正生まれの亡き父や叔父を動員し、
兄弟・姉妹で乗ったことや、新しも
の好きの曾祖父が二眼レフで写真を
撮っていたこと、一ノ木戸、古城町、
鍛治町など、城下町であったことが
わかる地名が残っていことを思い出

し、博物館ってこういう気持ちにな
れる場所なんだと感動しました。
　バブル期の「大きいことはいいこ
とだ」の象徴のような建物ですが、
学芸員・友の会の方々の力で、今日
まで大切に運営されていることに感
謝の念でいっぱいです。オリンピッ
ク・パラリンピック後に予定されて
いる大規模改修で、より愛される建
物になるよう奮闘努力していきます
ので、よろしくお願いします。

「江戸博の魅力」 江戸東京博物館管理課管理係　勝見章功（かつみ あきのり）
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第３期の日程
　古文書講座の今年度第3期が始まります。申込の受付は
終了していますが、日程を下記にご案内いたします。
◆入門編
• 講師：田中潤さん（学習院大学非常勤講師）
• 開催日：１／10（水）、２／７（水）、３／７（水）
◆初級編
• 講師：安藤奈々さん（学習院大学大学院史学専攻）
• 開催日：１／17（水）、２／21（水）、３／14（水）
◆中級編
• 講師：吉成香澄さん（豊島区教育委員会文化財保護専門員）
• 開催日：１／20（土）、２／24（土）、３／24（土）

• 時間：各講座とも、�午前の講座は10時30分～12時30分 
午後の講座は14時～16時

• 会場：�各講座とも飯田橋・新陽ビル４階の 
「リロの会議室　会議室Ａ」

• 参加費：�各講座とも全３回 2 , 400 円（初回一括払い） 
釣銭のないようにお支払いください。

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

第13回 （平成29年度 第２回）
墨田区立「すみだ郷土文化資料館」を訪ねる
◆�墨田区立「すみだ郷土文化資料館」は平成10年４月12

日に開館しました。当館は墨田区の歴史・民俗資料の収
集と保存に努め、地域文化の一層の発展を期して開館し
ました。資料館は三つの階に分かれ、それぞれ異なった
コンセプトでまとめられています。江戸博と同じ区内に
あり、周辺には歴史的見学場所も多数あります。魅力たっ
ぷりな地域です。

• 開催日：２月22日（木）13時30分～14時　受付
• 開催場所：�すみだ郷土文化資料館 

（墨田区向島２－３－５）
• 学習：14時～15時30分

館の沿革・特徴などについての講演や主な展示
品の解説を聞きながら特集展示「名所展」や常
設展を見学して、そのあとは自由に見学、そし
て流れ解散です。

• 交通アクセス：都営浅草線「本所吾妻橋」駅下車、徒
歩８分。東武伊勢崎線「とうきょうスカイツリー」
駅下車、徒歩７分。その他、詳細なご案内地図
は受講票と一緒にお送りします。

• 申込締切：２月５日（月）必着
•定員：40人（会員のみ）　定員を超えた場合は抽選となり、

　　　　　　　　ご希望に添えないこともあります。
• 参加費：500円（当日払い）

【企画担当責任者】清水昌紘（事業部会）
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催事のお申込方法
◆�普通はがき（62円）に、 

①催事名（略名可）・開催日 
②会員番号（必須） 
③氏名（同伴者連記） 
を明記して下記の「友の会事務局」へ。

◆申込は、催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があれば記入してください。
◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込とは違います。
＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持

参のうえ、受付で登録してください。
　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後

一斉にお送りしますので、それまでお待ちください。
＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などはなるべ

く事務局員出勤の火曜日か金曜日（10時～12時、13時～17
時）にお願いします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加ください。

　刀剣博物館が江戸博の近くにある旧安田庭園の隣に

移転して１月19日（金）にオープンします。

開館時間：９時30分～17時

住　　所：東京都墨田区横網1－12－9

電　　話：03-6284-1000

刀剣博物館がオープン


